
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(資料)総務省「消費者物価指数」より作成。 

     日本経済のインフレ圧力は、依然強い状態にある。消費者物価でその動向を見ると、先 

行指標となる東京都区部消費者物価は、エネルギーや食料品等の価格変動の激しい品目を 

除いたコアベースでの上昇が続いている。コアの上昇は、一時的ではなく幅広い範囲で価 

格上昇が生じ転嫁が続いていることを意味している。とくに、電力料金等の価格上昇がサ 

ービス業等にも浸透してきており、来年に向けて価格転嫁が落ち着く見通しは乏しく、イ 

ンフレ圧力は続くことが避けられない。 
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